
５つの論文が今、出版の許可が出ています。IEAMによってレビュー中であります。
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１本目、これは私がやっているものなんですが、内分泌活性化学物質の環境ハザー
ド及び環境リスクを科学的に評価するために推奨される対応方策。
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２つ目は、作用機構を確証する取組。
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そして３つ目、これはParrottらがヒトでやっていますが、これはハザード評価及びリス
ク評価。

28



そして４番目、Coadyらによって実施されていますが、これは評価の現状における限
界と改良ということで方法論に関して。
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そして、Martyらがやっている個体群レベルでの有害影響の論文があります。
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まとめになります。

化学物質が有する潜在的内分泌かく乱作用を評価することは、単純ではなく、高いコ
ストを要するということです。非常にハードルが高いということです。

そして、アンドロゲン、エストロゲン、甲状腺関連だけに限定しての話なんですが、環
境中影響を測定するための手法は、おおむね整いつつあるということであります。

ほとんどの場合においては安全レベルを設定することが可能であります。EDCs類は

閾値濃度を個体群に対して持っています。もちろん個人であったり個体においてはそ
れをデモンストレーションすることはできません。

そして、環境中のばく露、関連生物種、ライフステージへの影響、遅発性影響、用量
濃度の反応が適切に特徴化することが可能なら、環境リスク評価実施は科学的にふさ
わしいということになります。

そして、この意思決定スキームが世界中の規制当局によって採用され、そして個々
のローカルニーズに対して適用されることを望みます。
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ワークショップの推進委員会ですが、Leopoldが共同議長、Mike Robertsが共同議
長、この人はイギリス人、Leopoldさんはオランダ人です。
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いろんなワークショップがありますが、参加者です。日本人の同僚の皆様も参加して
いらっしゃいます。井口さん、また今日この会場にいらっしゃる方が何人か写っていま
す。
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以上です。御清聴ありがとうございました。
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